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課題モジュールは、教員は課題の概要と提出場所を作成し、学生はeALPS上に課題を提出します。
学生が提出した課題は、他の学生には見えません。

学生が提出した課題は、一括でダウンロードできます。
また、課題に対する評点やフィードバック等もeALPS上で学生に開示できます。

9 課題の提出

① [ 編集モード ] ： 画面を編集モードに切替える
② [ 活動またはリソースを追加する ] → [ 課題 ] をクリック

③ 「課題編集」画面で設定項目の入力 → [ 保存して表示する ]

課題の内容を入力

課題の名称を入力

課題概要にファイル
（書式ファイル、課題内容等）を提示

する場合にアップロード

コーストップページ画面に
「説明」を表示する場合は

“ ”を入力
（次ページ：「常に説明を表示する」に

“ ”がない場合、開始日時以降に表示）

9-1. 課題を作成

課 題

【 トップページ画面 】
クリック

【 課題編集画面-1 】

クリック

チェックすると
学生の課題提出・編集画面のみに

「追加ファイル」が表示される
（課題提出期間以外は閲覧できない）

提出のインストラクションを入力
（インストラクションは学生の

課題アップロード画面のみに表示）
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一人の学生が提出できる
ファイル数

提出させる課題の形式

最大評点や評定方法を設定

提出された課題に
コメントやファイルの

フィードバックを行う設定

【 課題編集画面-2 】

課 題

クリック

グループで共同提出する設定

caution  ! グループ提出設定時はご注意ください！

グループ提出の設定をした課題モジュールでは、提出後にグループをグルーピングすると、既にグループで提
出されていた課題が、表示できなくなりますので、ご注意ください。

特に課題のグループ提出を利用するコースでは、グループ作成時に併せてグルーピングを作成してください。

有効にするに“ ”すると
提出期間指定が可能

開始日時：提出開始日時
終了日時：提出終了日時
遮断日時：“ ”すると遮断日時以降

  提出できない

※遮断日時を設定しないと、終了日
時以降も学生は課題を提出できる

“ ”を外すと
「説明」と「追加ファイル」が
開始日時以降に表示される

（終了・遮断後も表示）
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④ 「課題」概要画面の確認

【 課題概要画面 】

説明

追加ファイル
（「期間中のみファイルを表示します」に

“ ”していない場合）

課題提出期間

課題名

課 題

トップページのモジュール表示
“No”の場合：学生に表示
“Yes”の場合：学生に秘匿

9-2. 提出された課題の確認と一括ダウンロード

【 トップページ画面 】

① 「課題」を選択  「課題」概要画面

クリック

「提出された課題数」を
確認する

【 課題概要画面 】

[ すべての提出を表示する ] を
クリックし課題提出一覧画面へ

クリック

“CAUTION！”
を参照
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② 提出課題の確認（評点の入力）

評点

評点

フィードバック
コメント

提出ファイルを
表示するときは

ファイル名をクリック

クリック

【 課題提出一覧画面 】

[保存して次を表示する]
次の学生評定画面へ

「すべての提出を表示する」
課題提出一覧画面へ

フィードバック
コメント

評点

課 題

フィードバック
ファイル

クイック評定に” “すると、
課題提出一覧画面に

点数・コメントが入力できます

クリック

【 課題提出一覧画面 】
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③ 提出課題の一括ダウンロード

オンラインテキスト課題では
 【評定操作】 のメニューから

「評定ワークシートをダウン
ロードする」をクリック

ファイルのダウンロード方法として
「提出をフォルダに入れてダウンロードする」のチェックを選択

“ ”なし：提出ファイルそのままダウンロード

“ ”あり：学生毎のフォルダ内にファイルが入ってダウンロード

学生のファイル提出を一括ダウンロードすると、圧縮ファイル（ZIP形式）でダウンロードされます。
この圧縮ファイルを解凍して利用する際に、解凍に失敗して一部のファイルが欠落する場合があります。

（解凍を失敗する原因は、現状ではファイル名やファイル作成環境、提出時のWebブラウザ等が考えられます。）

学生の提出ファイルを一括ダウンロードした場合には、【提出概要画面】で「提出」されている提出数と
ダウンロードされた提出ファイル数（またはフォルダ数）を必ず確認してください。

一括ダウンロードできなかったファイルは、個別にファイル名をクリックしてダウンロードしてください。
また、上記欠落を防ぐためには、学生の提出する課題のファイル名は [半角英数字] とすることをお勧めします。

【 課題提出一覧画面 】

caution  ! ファイル提出を一括ダウンロードした際、ダウンロードファイル数を確認してください！

ペーパーテストの結果を、学生にeALPSで通知できます！

ペーパーテスト等、もともとeALPSの課題モジュールを利用せずに行った活動も、課題機能を利用して学生に評
点やフィードバックコメントを通知することができます。

評点を入力するための課題をeALPSに作成します。その時に課題編集画面の【提出タイプ】にある「オンラインテ
キスト」、「ファイル提出」の“ ”を外します。

この課題に評点・フィードバックコメントを
入力してください。

more & more  !

“ ”なし

【課題編集画面 】

課 題

ファイル提出課題では
[全ての提出をダウンロードする]を

クリック（※ 先に下記を選択）
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学生の提出画面（提出前）

課 題

課題提出期間

説明

「常に説明を表示する」にチェックしない
場合、開始日時前は表示されない

【 課題提出画面 】

【 課題アップロード画面 】

追加ファイル

活動インストラクション

課題提出期間・説明

追加ファイル

「提出中のみファイルを表示します」に
チェックした場合、この場所には

表示されない

課題提出期間中は
[提出物をアップロード・入力する]

ボタンを表示

遮断日時を記載しない場合は
終了日時後もボタンが表示される

クリック

提出ファイル
（学生）
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課題提出期限内、または課題提出期限を設定していても遮断日時を設定していない場合（提出期限を設けてい
ない場合はいつでも）は、教員が評点を付けた課題であっても、学生は自分が提出した課題（ファイルを含む）を
変更や削除することができます。 学生が、提出済みの課題を変更・削除できないようにするには、その学生に対
して“提出をロック”する必要があります。

＊＊＊ 提出をロックする手順 ＊＊＊
課題提出一覧画面
①「選択」の列 ： チェックボックスに“ ”を入力
②「選択した行に対して」 ： “提出をロックする”を選択し  [ Go ] をクリック

caution  ! 評点を付けた課題でも、学生が課題を再提出や削除できる場合があります！

①“ ”を
入力

【課題提出一覧画面 】

提出ステータス

提出状況を表示

フィードバック

教員のつけた
“評点”，“フィードバックコメント”，

“フィードバックファイル”
が表示されます

※ フィードバック欄は評価がある場合のみ
表示されます

※ フィードバック欄を学生に表示しない設
定もできます

その場合は、別資料「学生に課題の評
点を公開しない」 を参照してください

“CAUTION！”
を参照

課 題

提出をロックした学生は
「ステータス」の列に
“提出変更不許可”と

表示されます

クリック

学生の提出画面（提出後）

② “提出をロックする”を選択
[ Go ] をクリック
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more & more  ! 学生が課題の提出を確定する設定ができます

課題を提出しても
「遮断日時」を設定していない場合

または、「遮断日時」までは、
[提出を編集する] [提出を削除する] ボタンが表示され

何回でも再提出（課題の変更）ができます

課題提出後下書きの状態

学生の課題提出画面

“No”を選択時（デフォルト設定）

“Yes”を選択時

「下書き」提出の取り扱いについて

課題の提出に対して、提出終了日時にかかわらず、学生に提出の確定ボタン（確
定以降、変更できない）をクリックさせる設定ができます。

課題編集画面で「提出設定  学生に提出ボタンのクリックを求める」を“Yes“にす
ると、課題提出時に、提出を確定するためのボタンが表示されます。

教員は、課題提出一覧画面で学生の提出状態が確認
できます。

※1 学生が課題提出を確定せずに課題の遮断日時を過
ぎると、学生の提出ステータスは、 “下書き（未提出）”の
まま変更できなくなります。

“下書き”の状態でも、教員は提出済み課題と同様に評
定ができ、評点が開示されます。

※2 学生が [課題を提出する] ボタンをクリックし、提出確
定してある課題でも教員は、提出を “下書き”に戻すこと
ができます。提出課題を“下書き”に戻すと、遮断日時の
前であれば、学生は再提出できます。

課題を提出すると、「提出ステータス」欄に
評定のために提出済み と表示されます

下書きの状態では
[課題を編集する] [課題を削除する] 

 [課題を提出する] の
ボタンが表示されます

学生が課題を提出すると、まず「下書き（未提出）」状態になります。「下書き」の状態では [課題を編集する]
[提出を削除する] ボタンから何回でも再提出（課題の変更）ができます。この画面で [課題を提出する] をクリック
すると提出が確定し、画面にボタンの表示がなくなります。課題提出確定後は、提出期限内でも提出課題の変更
はできません。

課題提出が確定した状態

※1 評定できます

【課題提出一覧画面 】

【課題編集画面 】

課 題

ク
リ
ッ
ク 提出ステイタスが変更されます

下書き「未提出」
→評定のため提出済み

クリック

※2 提出を下書きに
戻す
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